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州i
国
民
年
金
の
加
入
届
は

市
選
挙
管
理
委
員
会
一

(
市
広
報
)
渡
海
栄
次
、
山

μ
政

で
は
、
九
月
十
四
日
大
一志

(教
育
委
員
会

J

一
瀬
一
民
、
渡

村
山
選
準
啓
発
協
議
会

一辺
仁
、
雄
減
芳
夫
、
回
附
寓
久
郎

の
本
年
度
総
会
を
開
催

一
(選
挙
管
理
委
員
会
)
福
田
伊
五

し
、
年
内
に
行
な
わ
れ

一郎
、
馬
場
軍
誌
、
山
口
勘

一
、
林

る
各
選
挙
の
啓
発
計
画
一
回
福
市
、
宮
田
保
二
、
原
口
笛
一

お
よ
び
常
時
啓
発
事
業
一
〔
事
業
計
画
〕
映
繭
、
講
演
、

計
画
に
つ
い
て
協
議
を
一
懇
談
会
の
開
催
ム
部
落
公
民
館
読

し
、
本
年
度
の
役
員
、
一
審
会
を
通
じ
て
の
啓
発
。
ム
標
語

啓
発
方
針
を
決
定
し
ま
一
募
集
と
ポ
ス
タ
ー
に
よ
る
一
般
啓

し
た
。

一発
。
ム
広
報
紙
広
報
車
の
活
用
に

〔
役

員
〕

(
敬
称
一
よ
る
一

般
啓
発
。
ム
公
明
選
挙
強

略
)

会
長
ム
福
田
伊
五
郎
ム
剛
一調
期
間
の
実
施
。
話
し
合
い
運
動

会
長
一
瀬
亘
ム
委
員

(公
民
館
)
一
の
実
施
。
ム
各
団
体
と
の
連
併
に

与
崎
市
、
湖
上
太
久
馬
、
長
田
広

一よ
る
身
近
か
な
問
題
点
と
レ
て
の

治

(婦
人
会
)
大
村
芳
子
、
松
本
一政
治
、
選
挙
の
常
時
直
発
。

ム
新

…

人

は

右

、

車

は

一

テ
ゥ
、
谷
川
小
夜
、
富
々
津
エ
ン

一成
人
者
に
対
す
る
新
匂
権
者
と
し

{
宵
年
団
)
一
瀬
汀
、
植
木
田
嘉
一
て
の
活
発
。
ム
新
有
権
者
弁
論
大

川
左

1
正
し
い
交

川

一

明
、
仁
田
範
子

(
r
T
A
)
小
一会
出
場
者
の
選
出
。

…
通

で

事

故

の

な

一
佐
々
恵
明
(
一
般
学
識
経
験
者
二
(
大
村
選
挙
管
理
委
員
会
)

川
い

明

る

い

街

に

山
鳥
山
武
、
佐
古
再
現
、
野
川
寿
子
一

今月の納税

九月 三十日は市

民税第二期分の

納期限です。忘

れないように納

めてください。

叩

月

1
日
か

ら
受
け
付
け

り

っ
た
と
き
や
、
否
話
の
で
き
ご
と

よ

みを よ ま 月 すや昨官 人か
のた国 つ で ー そ 。 、場 公 はが 二 ら 国
も の 民て の 日の 年 の 日=い力11 ト は 民
のし年は人で拠 金年なれ人才じ年
で く 金いは五 さ を 金どなでか ま 金
ず 、 は れ 、十 ん もにでい き らりの
。明 、 まど才あ らは働人ま五ま 虫
るあす本以 る つ いいはず十す付
く な。人」二い て って会 。凶。が
すた の五は いてい社 才 | 
るの 希十来 る い る 、 ま rJ 
{-J二老 望四年 人 る 人 工 で -
m後 に才四 で入で場 の日

分 百 三 十仕 え父婦問:主と片年年
を国五十才組年る母年子人き手金をも
積も 十五 かみ金遺に金 1立ににや とら
立 あ円才らのの児なや惜なも片 つえ
て な で か 三 もも年く母のく ら 牢 てる
またずら十のと金な 子 かなえを か年
すと。五四ではでら年たらるな ら金
。い 十才す出すれ金がれ !時く もは
働 つ 九 ま 。 金 。 た もた筈し ら
け し 才で掛を と ら奥年た え
なよ ま月金か き えさ金主 引

く にで百はけも るんう老
な半月円 二 るら寡ゃな令

う で 大 が 反 入 つ ら 年に
にみ 変も対届てはあ金備
いんでらにを市じなをえ
た な す え 迷 山 役 ま た 育 て
しが 。なっし所 り のて
ま年みいてままま年まみ
し金んよ、した す金 しん
ょを;なうもよは。はよな
v 壱明 に ら う 出み十う の

ら なえ。張ん月。力
えい つる 一 円Ir なー
主蓋て年 $IS に乙日 国

顔は金の 加 ぞか 民

ナゴ政市村大(毎月1日， 10日，20日，発行〉

{
補
祉
事
薮
附
)

十
月
一
日
に
行
な
わ
れ
る
国
勢
一
の
周
辺
地
区
に
い
た
人
一
郷

・
木
村
郷

・
小
江
郷

・
小
江
原

一調
賓
と
同
時
に
、
長
崎
県
で
は
、
一
広
島
市
の
周
辺
地
区
と
は
日
安
芸

一郷
、
岡
部
長
与
村
の
う
ち
高
田
郷

回
一
原
子
爆
仰
の
被
蝿
者
実
態
調
査
二
郡
戸
坂
村
の
う
ち
狐
瓜
木
、
同
郡

一
・
吉
無
田
郷

ー

何千

美
施
し
ま
す

。

一

出

村

の

う

ち

巾

・
落
久
保
北
平

一

②

原

子

第

投

下

官

接

別

府
一

乙
の
初
究
は
長
崎
市
、
広
島
市

一原

・
西
一中
原

・
寄
回
、
同
郡
小
浦

一
地
域
に
は
い
な
か
っ
た
が
、
そ
の

月

自

の
原
子
周
辺
抑
投
下
に
よ
る
被
爆
出
ニ

9
2一
時
の
状
況
と
現
在
の
健
康
状
態
な

一

・

1
5・
2

調

446f
〉
目

f
E

年

間一
一
ど
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
で
す
。

一

房

熔

初

既

定

α諒
歪

日

出

調
査
の
対
象
は
つ
ぎ
に
該
当

土

る
か
た
で
す
か
ら
、
国
掛
訓
査
の

一

投

下

後

被

爆

地

域

内

に

行

っ
た

人

も

訓
査
員
が
伺
い
ま
し
た
ら
、
核
山

一

の
か
た
が
お
ら
れ
た
場
合
は
も
れ

一府
中
町
の
う
ち
茂
陰
北
、
安
佐
郡
一
後

十
五
日
以
内

に
広

島
ま

な
く
巾
し
山
て
く
だ
さ
い
。

一

概
岡
町
の
う
ち
長
引

・
西
原

・
四
一た
は
長
崎
の
被
爆
地
域
内

佐

原

チ

爆

弾

投

下
時

「
と
一

一

団

長
川
市
の
周
辺
地
区
と
は
H
回
一

③
広
胤
、
長
附
の
被
川
崎
地
域

務
出
稼
ぎ
、

勢
m

国
向

近まる選挙に備えて
入
院
な
ど
の
人
は

だ
ん
住
ん
で
い
る
人

(世
帯
員
)

と
は
、
す
で
に
三
カ
月
以
上
住
ん
一

で
い
る
か
、
ま
た
は
、
最
近
移
っ
一
②

続
柄
は
、
孫
、
嫁
な
ど
で
な

て
き
て
ま
だ
三
カ
月
に
な
っ
て
い

な
い
が
、
調
査
日
の
前
後
を
通
じ

て
三
カ
月
以
上
住
む
乙
と
に
な
っ

て
い
る
人
の
乙
と
で
す
。

く
長
男
の
長
封
、
二
男
の
喪
な

ど
と
書
く

秘
密
は
守
ら
れ
る

十
月
一
日
の
国
勢
調
査
で
は

一

人
で
も
、
も
れ
た
り
重
慢
し
な
い

よ
う
に
、

各
世
帯
に
ふ
だ
ん
住
ん

で
い
る
人
を
そ
の
世
帯
の
世
帯
員

と
し
て
剥
査
し
ま
す
。
と
乙
で
ふ

護
ま
た
は

被
爆
者
の
死
体

を
処
理
し
た

人

暴
飲
暴
食
を
つ
つ

し
み
、
健
康
に
過

し
ま
し
ょ
う

調
査
票
に
記
入
す
る
と

乙
の
調
査
に
よ
る
脳
密
は
絶
対

守
ら
れ
ま
す
の
で
あ
り
の
ま
ま
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
、
都

密
を
淵
査
員
等
が
守
ら
な
か
っ
た

場
合
は
統
計
法
に
よ
っ
て
剖
せ
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

『庶
務
課

J

き
と
く
に
気
を
つ
け
て

い
た
だ
き
た
い
こ
と

①
氏
名
は
、
同
じ
姓
の
場
合

恒ド

支一回

高一
二U::
ノ、

進

会

は

叩

月

日

日

に

変

更

し

ま

し

に

第

十

一@
@一①
@…@
一

8
月
末
ま
で
に
生
れ

た
赤
ち
ゃ
ん
の
検
診

正
し
い
乳
児
の
随
鹿
管
理
と

母
親
の
育
児
知
識
の
普
及
を
は

か
り
母
子
術
庄
の
向
上
を
期
す

る
た
め
こ
の
た
び
長
崎
県
、
長

崎
県
小
児
保
健
研
究
会
、
長
崎

新
聞
社
共
催
で
つ
ぎ
の
と
お
り

赤
ち
ゃ
ん
の
検
診
が
行
な
わ
れ

ま
す
の
で
、
該
当
者
は
も
れ
な

く
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

実

施

要

領

ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
所
で
調
査

「
hv
」
「
同
」
と
か
名
だ
け
で

な
く
、
全
員
姓
を
必
ず
普
く

ミれは和 長人
3 た五二的 の ④
ミ 人月 十で 陸 前

} 手手法 内罪
; -T壊にぷg ・宰あふ
j ----ま 百の つlこ
ミ庶で ( 日 た 該
主務 に広か 人 当
3 課生島ら 空
込 」 まで f問で b

はか い 出以と問ど
自らるだか上きがでた
宅 三 入かせには 三ー ま
でカはらぎわ自力時た
調月入 三 先た宅月不ま
査 以院カでるで以在旅
し上先月調場調」二の行
まにで以査合査に人や
すな 、上 し はしわは 1

o ら 入入 ま1ii夜 、た 、か
な院院す行 三 ら不せ
いしし。先カな在ぎ
人てて や月い期な

で あ が 調 b ③ 

書り例査 沢ポ
いまを票 。 |
てすあに Jレ
くかげは くう
だらて記 毛
さ よ 説 入 lま
い く 明 の 惣

慨し仕 主主
んて方 か

ム
日
時
H
昭
和
三
十
五
年
九
月

三
十
日

(受
付
は
午
後
一
時

か
ら
二
時
ま
で
)

ム
場
所
H
大
村
市
立
病
院

ム
参
加
資
格
日
昭
和
三
十
四
年

九
月
一
日
か
ら
昭
和
三
十
五

年
八
月
三
十

一
日
ま
で
に
出

生
し
た
乳
児

実

施

工頁

事

ム
無
料
健
康
診
断

ム
背
児
栄
護
保
位
指
導

な
お
、
検
診
の
結
果
選
出
さ
れ

た
乳
児
に
つ
い
て
は
、
十
月

一

日
か
ら
ヤ
月
十
日
ま
で
の
問
に

第
二
次
検
診
を
行
な
い
、
長
崎

市
で
閃
か
れ
る
県
審
査
会
に
出

場
の
乳
児
を
決
定
し
ま
す
。

秋
の
種
痘
を
実
施
中

本
紙
前
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
よ
う
に
秋
の
種
症
を
つ
ぎ

の
日
割
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

該
当
者
は
も
よ
り
の
場
所
で
受

け
て
く
だ
さ
い
。

場

所

実

施

日

検

診

日

市
立
病
院

叩
・

3
m
-m

竹
松
出
張
所

m
・

4
m
・
1

笠
棚

o

m
・5
m
・ロ

福
輩
。

m
・
6
m
-
m

松
原

o

m
・7
m

-
M

東
大
村
小
学
校
0
・
均
的

・
7

ム
時
間
は
午
後
一
時
か
ら
三

時
ま
で

ム
当
日
は
必
ず
母
子
手
慢
を

ど
持
参
く
だ
さ
い
。

(
保
険
街
中
一
課
)

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
と

B
C
G
の
接
種
目

大
村
保
健
所
で
は
毎
月
第
二

週
月
曜
日
を
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
接

種
目
、
第
二
週
水
曜
日
を

B

C
G
接
種一
日
と
し
て
日
程
を
き

め
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
接
種
お
よ
び

B
C
G
接
種
は
、
結
核
感
染

お
よ
び
発
病
を
予
防
す
る
乙
と

が
目
的
で
す
か
品
多
数
お
い
で

く
だ
さ
い
。

十
月
の
実
施
日
は
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
。

ム
十
月
十
日
午
前
九
時

l
T

一
時

(ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
接
種

目
)

ム
。
十
二
日
午
前
九
時
l
十

一
時

(
B
C
り
接
種
目
)

(
大
村
保
健
所
)

ご
み
手
数
料
二
期
分

の
納
期
は
お
日
ま
で

昭
和
三
十
五
年
度
汚
物
搬
出

手
数
料
館
二
期
分

(七
月
1
九

月
)
の
納
額
告
知
書
を
九
月
十

五
日
付
で
町
務
連
絡
委
員
在
通

じ
て
お
届
け
い
た
し
ま
し
た
の

で
納
期
の
九
月
二
十
五
日
ま
で

に
お
忘
れ
な
く
市
金
庫
ま
た
は

出
張
所
へ
納
め
て
く
だ
さ
い
。

(
保
険
衛
庄
諜
)

海
上
保
安
大
学
校
と

保
安
単
校
の
学
生
省
肘

海
上
保
安
庁
で
は
海
上
保
安

大
学
校
と
保
安
学
校
(
水
路
利

・
燈
台
科
)
の
学
生
を
非
保
し

て
い
ま
す
。

ム
資
桁
昭
和
十
一
年
凶
月
二

什
以
降
住
ま
れ
た
児
子
で
、

高
校
、
仏
説
ま
た
は
来
年
早
業

見
込
み
の
者

ム
試

験

第

一
次
糾
峨
千
一
月

十
九
日

・
二
十
日

ム
受
付

十

月

一
日
か
ら
二
十

日
ま
で
受
験
申
込
み
の
乙
と

く
わ
し
い
こ
と
は
門
司
市
凶

海
作
通
り
第
七
管
区
海
上
保

安
本
部
へ
問
合
せ
て
く
だ
さ

へ
大
村
航
空
誕
地

銃
砲
刀
剣
類
の
届
出

市
民
の
皆
さ
ん
、
あ
い
く
ち

け
ん
銃
、
猟
銃
、
日
本
刀
を
、

許
可
を
受
け
ず
に
、
持
っ
て
い

る
万
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
た
と

え
形
見
や
、
記
念
品
で
あ
っ
て

も
、
許
可
を
受
け
ず
に
持
つ
乙

と
は
許
さ
れ
て
お
り
主
せ
ん
。

そ
れ
が
、
ま
た
悪
い
人
に
盗
ま

れ
、
人
殺
し
ゃ
強
盗
な
ど
に
悪

用
さ
れ
な
い
よ
う
注
意
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

大
掃
除
や
遺
品
整
理
の
と
き

な
ど
に
発
見
し
た
ら
、
す
ぐ
瞥

察
に
回
出
れ
ば
剖
せ
ら
れ
ま
せ

ん
か
ら
安
心
し
て
届
出
て
く
だ

さ
い
。
(
大
村
抑
察
署
)

農
業

試
験
場
参
観
デ

l

は
刊
月

8
日

1
刊

日

農
業
技
術
の
改
良
、
普
及
に

よ
る
股
家
経
営
の
安
定
向
上
を

は
か
る
た
め
、
例
年
九
月
下
旬

諌
早
市
で
開
催
さ
れ
る
賎
業
試

験
場
参
加削
デ
l
は
、
本
年
庇
は

時
制
脅
か
え
て
十
月
八
日
か
ら

十
日
ま
で
開
似
さ
れ
ま
す
の
で

お
知
せ
し
ま
す
。

な
お
州
問
機
具
突
出
展
示
会
も

同
時
に
閣
仰
さ
れ
ま
す
。

(
践
林
課
)

保
美
術
展
の
出
品
甲

込
判
月
!
日

J
m日

m
b凶
長ハ
川
県
一一昨(術
以
覧
会

が
つ
ぎ
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま

ヘ市
教
委

す
の
で
、
多
数
出
品
し
て
く
だ

さ
い
。

ム
会
場
と
会
期

長
崎
会
場
日
十

一
月
一
日
i

十
日

(浜
尾
-凶
階
、
阿
政
六

階
)

佐
世
保
会
場
リ
十

一
月
十
五

日
J
二
十
四
日

(県
立
短
大

講
堂
)

ム
出
品
規
定

①
出
品
作
品
の
部
と
体
裁

マ
洋
画
版
画
部
H
額
様
に
入
れ

る
乙
と

マ
日
本
岡
部
日
枠
鳴
り
、
び
ょ

う
ぶ

マ
南
画
部
日
本
表
装
と
し
、
大

き
さ
は
小
間
仙
紙
連
落
以
下

の
条
幅
と
す
る

マ
買
伝
美
術
部
H
半
紙
以
上
と

し
、
既
存
商
白
商
品
の
作
品

は
除
く

マ
書
道
部
H
条
幅
、

本
表
装
ま

た
は
枠
鳴
り
と
し
、
仕
上
寸

法
は
縦
も
の
幅
七
十
セ
ン
チ

高
さ
百
九
十
セ
ン
チ
、
横
も

の
幅
百
六
十
五
セ
ン
チ
高
さ

七
十
セ
ン
チ
以
内
と
す
る
。

ム
写
真
部
日
四
つ
切
り
以
上
仲

鳴
り
と
す
る
。

ム
彫
塑
工
芸
部

ム
出
品
資
格
県
内
居
住
者
に

限
る
(
た
だ
し
小
中
学
庄
は

除
く
)

ム
出
品
作
品
は
自
作
未
発
表
の

も
の
で
、
各
部

一
人
三
点
以

内
ム
出
品
申
込
十
月

一
日
か
ら

二
十
日
ま
で
に
県
教
委
ま
た

は
市
教
委
社
会
教
育
課
へ
、

出
品
手
数
料

一
点
に
つ
き
百

五
十
円
を
同
時
に
納
入
す
る

と
と。

ム
作
品
の
附
入
十
月
二
十
三

日
J
二
十
四
日
(
午
前
九
時

1
午
後
凶
時
日
の
間
に
長
的

市
中
央
公
民
館

{築
町
市
場

二
階
-

ム
そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
市

教
蓑
社
会
教
育
裂
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。
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品
川
下
!
(
一

農

事

(二)(才259号)りよナゴ政市村大

一十
四
日
ご
乃
J
L
国
勢
誠
誌
の
大
め
一
識
す
員
が
伺
い
ま
す
。

メ

モ

生
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
早
生

温
州
は
着
色
を
か
ね
、
石
灰
硫

貰
合
剤
の
百
五
十
倍
搬
を
散
布

し
ま
し
ょ
う
。

〔
飼

料

作

物
〕
飼
料
作
物

の
専
用
畑
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

今
月
に
ま
く
も
の
は
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
。

一
例
H
オ
l
チ
ヤ
ー
ド
グ
ラ

ス
、
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ

ヌ
、
ラ
ジ
ノ
ク
ロ
パ

l
の
混

明
肥
二
、
五

0
0キ
ロ

硫
安

一ニ

0
キ
ロ

過
石

一ニ

0
キ
ロ

悶

加

一

0
キ
ロ

炭

カ

ル

一

0
0キ
ロ

第
二
例
の
場
合

増
肥

一ニ
、
0
0
0キ
ロ

硫

安

一

0
キ
ロ

過
石

二
0
キ
ロ

附

加

五

キ

ロ

炭
刀
ル
は
つ
ジ
ノ
の
場
合

一

五
O
J
、
ル
1
サ
ン
の
場

合
二

O
O
J
と
す
る
。
迫

肥
は
元
肥
の
二
分
の
一

J
一一
一

分
の
一
を
刈
取
前
一
週
間
、

再
生
す
る
も
の
は
刈
取
後
に

施
し
ま
す
。

に
ん
じ
ん
栽
培

上
の
今
後
の
注

意
点

本
年
の
よ
う
な
干
ば
つ
で
も

適
期
に
ま
か
れ
、
し
か
も
発
穿

の
状
況
も
よ
い
も
の
、
不
揃
い

の
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今

後
よ
く
栽
惜
の
う
え
か
ら
検
討

を
す
る
必
要
は
な
い
も
の
で
し

ょ
う
か
。
ま
た
栽
階
上
と
く
に

問
幽
に
な
る
も
の
に
つ
い
.
て
あ

げ
る
と

ω間
引

追

肥
は
つ
ぎ
の
よ
う

に
行
な
い
ま
し
ょ
う
。
間
引
館

22z=-rz-
-am--
-Z
E--zz-
---=r
z-z
--2
-rz-2・---z-
-z
-z===
ZEE--ME--gE
22
z-=r=
-az-
--rz
=・
・==
===ュ=-z=-
--zz
--=z-Ez
---=-r==
==
z-
z-
=LZ

ま
す
。

現
在
(
ス
マ
キ
)
と
い
っ

て
元

肥
に
肥
料
を
施
さ
な
い
で
ま
い

て
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
で
は
収

量
は
上
が
ら
な
い
と
思
わ
れ
ま

す
の
で
施
肥
設
計
を
検
討
し
て

行
な
い
ま
し
ょ
う
。

川
病

害
に
つ
い
て
は
立
枯
病

臼
絹
病
に
は
ル
ベ
ロ
ン
、
メ
ル

乳
剤
を
、
少
な
い
時
に
ニ
日
く

ら
い
つ
づ
け
て
行
な
い
ま
す
。

ま
た
県
禁
制
病
に
は
三
共
、
富

士
ボ
ル
ド
ウ
を
阜
目
に
行
な
い

ま
す
。

以
上
耕
種
概
況
を
簡
単
に
述
べ

ま
し
た
が
、
に
ん
じ
ん
栽
嬬
は

大
村
市
の
と
く
に
火
山
灰
黒
土

地
帯
で
は
重
要
な
そ
さ
い
で
す

か
ら
今
後
研
究
、
検
討
を
加
え

品
質
、
収
量
の
向
上
を
望
み
た

い
も
の
で
す
。

(
県
農
業
改
良
時
茂
所
)
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メ
イ
虫
と
ウ
ン
カ
の
防
除
を

二
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赤
ダ
ニ
の
発

播
、
描
極
量
は
十
ア
ー
ル
当

り
オ
l
チ
ヤ
ー
ド

一
・
1

一キ

ロ
、
イ
タ
リ
ア
ン

0
・
六
キ

ロ
、
ラ
ジ
ノ

0
・
四
キ
ロ
グ

ラ
ム
の
割
合
で
す
。

二
例
日
ラ
ジ
ノ
ク
ロ
パ

i
描

種
量
一
キ
ロ
あ
る
い
は
ル
ー

サ
ン
を
十
月
上
旬
ま
で
一
・

五
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
ま
き
ま
す

施
肥
量
は
元
肥
と
し
て

第
一
例
の
場
合
、

被
保
険
者
証
の
無
効
公
告
一

(毎月 1日.1日目.z日日発行)
昭和何 年 9月20日

(昭和33年4月22日第三徳郵便物認hT)

五
O
凶
O
七

コ
二

O
一ニ
四

一一一一一

一
一
一一

一ニ

O
七
八
七

ゴ
二

七
三
七

一二

O
六一ニ

O

=
二
六
五
疋

三
二
五
九
五

四
O
六
五
七

六
O
六
五
五

七
O
O
五
五

国

勢

調

査

は

園田 圃圃 畠

人
も
、

も

一
聞
は
本
葉
二
枚
、
第
二
回
は

本
葉
一一一
J
四
枚
、
株
間
六
セ
ン

チ
、
第
三
回
は
本
葉
五

1
六
枚

株
間
九
セ
ン
チ
、
本
葉
六
J
七

枚
目
ご
ろ
株
定
め
を
一

二
セ
ン

チ
く
ら
い
を
目
棋
に
行
な
い
ま

す
。
だ
か
ら
間
引
追
肥
は
第

一

回
目
は
発
穿
し
て
、
な
る
べ
く

早
く
行
な
い
ま
す
。
間
引
に
つ

い
て
は
少
な
い
時
に
じ
ゅ
う
ぶ

ん
注
意
し
て
行
な
う
よ
う
に
し

れ
ま
し
た。

(
福
祉
事
務
所
)

な

由ー
.lt. 
口

し
ヰ
A
山

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

〔
と

い
〕
夫
が
被
用
者
年
金

『会
社
、
工
場
、
宮
公
庁
の

勤
め
人
)
加
入
者
で
、
そ
の

安
「
配
偶
者
)
は
任
意
加
入

す
る
と
と
ん
な
点
が
よ
い
か

〔
こ

た

え
〕

ゴ一
年
以
仁

保
険
料
を
納
め
て
か
ら
も
し

夫
が
死
亡
し
た
場
合
は
十
八

才
未
満
の
子
が
い
る
と
母
子

年
金
が
も
ら
え
ま
す
。
夫
の

死
亡
に
よ
っ
て
遺
族
年
金
を

も
ら
え
、

国
民
年
金
の
母
子

年
金
も
も
ら
え
ま
す
。
(
遺

族
年
金
を
受
け
る
場
合
は
母

子
年
金
の
三
分
の

一
が
減
額

と
な
る
〕
ま
た
夫
が
泊
職
し

た
場
合
は
、
そ
の
時
か
ら
強

制
加
入
者
と
な
る
訳
で
す
が

任
意
加
入
し
て
い
な
け
れ
ば

加
入
期
間
が
短
か
く
な
り、

し
た
が
っ
て
年
金
を
受
け
る

乙
と
が
で
き
な
い
場
合
も
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
任
意

加
入
を
し
て
い
る
と
期
間
か

引
き
続
き
ま
ず
か
ら
そ
の
点

は
安
心
で
き
ま
す
。

円
と

い
U

現
在

一
万
三
千

円
の
軍
人
恩
給
を
受
け
て
い

る
者
で
も
任
意
加
入
が
で
き

る
で
し
ょ
う
か
。

〔
こ
た
え
u

加
入
は
で
き

ま
せ
ん
。

門
と

い

〕
現
在
片
手
が
な

い
身
体
陣
容
者
が
明
年
四
月

↓
日
か
ら
三
年
間
保
険
料
を

納
め
た
ら
、

乙
の
障
害
で
拠

出
制
の
障
害
年
金
が
受
け
ら

れ
ま
す
か

〔
こ
た
え
〕
現
在
の
障
害

で
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
被

保
険
者
期
間
の
三
年
後
に
起

乙
っ
た
事
故
で
身
体
障
害
者

に
な
っ
た
と
き
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

〔
と

い
U

夫
が
死
亡
し
た

場
合
は
寡
婦
年
金
ま
た
は
ほ

よ

う

〔
水

稲

〕
二
佑・
x
イ
虫
第
二

化
則
の
防
除
は
干
ば
つ
と
九
月

に
な
っ
て
か
ら
の
雨
天
の
た
め

じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
防
除
が
実
施
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
現
在
多
数

の
被
害
茎
が
見
ら
れ、

今
後
急

激
に
増
加
す
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
の
で
薬
剤
の
散
布
と
被
者

茎
の
除
去
に
努
め
て
く
だ
さ
い

散
布
に
あ
た
っ
て
は
共
同
で

一
斉
に
行
な
う
の
が
の
ぞ
ま
し

く
、
散
布
部
位
は
草
丈
中
程
を

ね
ら
う
乙
と
が
必
要
で
す
。
晴

天
が
続
き
乾
燥
し
て
く
る
と
被

害
が
増
大
し
ま
す
の
で
注
意
が

大
切
で
す。

秋
う
ん
か
の
発
空
が
多
い
の

で
、
防
除
が
手
お
く
れ
に
な
ら

な
い
よ
う
に
努
め
て
く
だ
さ
い

〔
麦

〕
種
子
安
の
用
意
は
で

き
ま
レ
た
か
、
ま
き
時
に
な
っ

て
か
ら
あ
わ
て
な
い
よ
う
に、

い
ま
か
ら
調
べ
て
確
め
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

〔
み
か
ん
〕

…

落

し

物

一

1
月
中

つ
ぎ
の
か
た
は
悶
民
健
康
保
険
一効
を
公
告
し
ま
す
。
な
お
、
該
当
一
ム
1
日
腕
時
計
一

コ
(
角
瑠
女
物
)

法
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
被
保
険
一
者
は
被
保
険
者
証
を
急
い
で
保
険
一

A
4
日
間
一
コ
(
十
一
型
銀
色
)

者
の
資
格
を
蝉
失
し
た
の
で
、
国

一衛
生
課
に
返
し
て
く
だ
さ
い。

一ム
同
懐
中
時
計

一
コ
(
オ
メ
l
ガ

民

健

康

保

険

の

被

保

険

者

証

の

無

一

(

保

険

衛

生

課
)
一!
製
)
ム
日
日
腕
時
計
一
コ
(
ク

被
保
険
者
証
番
号

世
帯
主
氏
名
医
所
無
効
年
月
日
理
由

一
ロ
l
ム
ト
型

}
A
m
円
同
一
コ
ム

一初
日
現
金
千
円
{
千
円
札
一
)
ム

熊
谷
徳
英
久
良
原
一
班
お

・
9
・
ー

そ

の
也

一

4
1

一
n
p司
金
千
円

(
千
円
札
一
)
ム

松
谷
清
一

片
町
寿
町
四
二

一一均一
日
現
金
千
円
(
千
円
札
一
)
ム

桝
谷
と
よ

本
小
路

一一回
H
腕
時
計
一
コ

有

崎

至

岩

舟

一
六二
一

一一

以
上
い
ず
れ
も
現
金
は
県
支
金

池
下
吉
郎

水

主

町

一
O
班

4
・
5

転
出

一一庫
、
品
物
は
大
村
嘗
察
署
に
保
管

沢
山
正
行
上
小
路
四
此

4
・
1

転
出

一一し
て
い
ま
す
(
大
村
警
察
署
)

栴
木
民
政

水
主
町

一
蹴
六
O
八
4
・
1

転
出
一

北
原
源
太

小
佐
古
二
班
二五一一一

7
-
n
そ
の
他

一

忌

明

に

寄

付

叩
一
尾
定
一

池
田
十

一
区

4
・
ー

そ

の
他

一

市
内
横
山
頭
小
西
守
さ
ん
は
亡

背
回
慎

市

竹

松
本
町
一ニ
班

6
・
日
転
出

一父
円
作
さ
ん
の
忌
明
に
一
万
円
を

吉
田
フ
イ

沖
田

4
・
1

転
出

一一禍
会
福
祉
事
業
費
に
と
、
九
月
十

九
日
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
され
ら l:i

j詰飼料 作物の作付時期
lこ (J) ..... '"' 

a司 t曽

経空 牧量と刈取り回数の多いものを
あ 与 に飼が らど料野ヨパすが作 ろ い跡期
栽 見つ義、れが作 菜 ーご レ 。あ付りて作殺虫
培地い農乳ま 者物 、夏イ通り態ろは に 帽
を か て家牛すえな飼播 シ常ま形のいつの早

だ農わく個しす の心し回は がなてと 畑 ず
さ業し研々 よ 。い ーでや数 、乙で 組 、れを ま ず
い改い究 のう遅ま部すすが枚.のき飼年は も ため

良と し条 。くはで。い多量専る 料問飼 っ地ま
普 と τ性作1J:秋す 下作く が用わをを科人近す
及は作が付ら作 。の物 、あ:tfnけ都通{乍がで
所 l峰り異 に なの 表 を乙つでで畜じ物多は
ヘ林 まりあい作 は選のて栽ずにてのく飼

し (:課し また よ付 そ れ日:。与じ れ 判
|?たまよすつうの の乙万刷 えゆ 産 り作

;ず た う か て に時 作とにのる るうがま物
課 ね は。 はし湖 付が栽 刈作 乙ぶでし専
;ιふとく県くよ 、まで 仰肝培取物 とん きた用

l 木箱平期末え港開~111;' 拘 rr 7.，)伺創作物の及入推奨例
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子
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
が

要
が
死
亡
し
た
場
合
は
支
給

さ
れ
ま
す
か
。

〔
こ
た
え
〕
現
在
の
法
律

で
は
残
さ
れ
た
夫
に
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

〔
と

い

〕
明
年
の
四
月

一

日
で
五
十
才
以
上
五
十
四
才

ま
で
の
任
意
加
入
者
が
、
保

険
料
を
九
年
間
納
め
て
、
残

り

一
年
を
納
め
な
か
っ
た
と

き
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

パ
こ

た
え
〕
拠
出
制
の
国

民
年
金
は
、
保
険
料
を
十
年

間
納
め
な
け
れ
ば
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し

七
十
才
か
ら
の
福
祉
年
金
は

も
ら
え
ま
す
。
ま
た
乙
の
人

{
五
十
才
以
上
五
十
四
才
ま

で
の
任
意
加
入
者
)
の
保
険

料
は
還
付
さ
れ
な
い
乙
と
に
、

な
っ
て
い
ま
す
。
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例代対lτ I~刈取jえI~jf:.fi巴する tヒ。
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